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Current Status of  Data Calibration
(a17086a, a17094a, a17104a)

Preliminary Images
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Fringe detection

Nobeyama 45m
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3観測とも全局・全時間でフリンジを検出！
特にTIAでも問題なくフリンジを検出してい
ることを確認。

a17086a	M87
SNR	Comparison:	KUS vs	TIA

Reference Antenna を KUS (韓国ウルサン) と
TIA (中国上海) にした場合の比較。TIAを
reference にした方が、数10%以上 SN が高い。
局ごとに SN の差が異なるのは、M87の構造が複
雑であることを示している。
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Cross-power	Spectra	Comparison

Amplitude Calibration

相互相関スペクトルの比較。VERA-TIA 基線で位相の
ばらつきが小さいため、TIAが高い感度を持つことが顕
著にわかる。
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AIPS APCAL の結果。TIA の Tsys
は、a17094a では各天体に向ける毎
に1回だけ測定され、a17104a では密
に測定された。特に Tsys の測定回数
が少ない場合は、大気の透過率補正が
困難である。

典型的なTIAの受信機
温度は 40-50K に対し
て、フィッティング結
果の5.7K は低温過ぎ
る。Opacity fitting の
結果も不自然。

Trx &	Opacity	Fitting	of	TIA	(a17094a)

詳しい気象情報を元に、
信頼できない測定をフラ
グする必要がある

Trx &	Opacity	Fitting	of	TIA	(a17086a)

フィッティング
が上手くいく
epoch もある
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Summary: 2017年春に実施
した EAVN キャンペーン観測から、
KaVA+TIA アレイの性能評価の進捗を報告
した。解析した全てのエポックでフリンジ
が検出できており、特に Tianma 65m 望
遠鏡が加わったことで、高い SN での検出
を実現している。振幅較正には未だ課題が
残っているが、KaVA のみの画像と比べて、
TIA を含めたデータでは低ノイズレベル・
高ダイナミックレンジの画像を得ることが
できた。今後も EAVN の共同利用観測の
開始、初期成果の発表に向けて、データ解
析を継続していく。

東アジアVLBIネットワーク (EAVN) は、東アジア
諸国の国際協力により構築される VLBI で、日本・
韓国・中国 (将来的にはタイ) にある電波望遠鏡か
ら構成されている。20 km から 5000 km にもわ
たる幅広い基線長によって、高空間分解で高精度な
画像復元が可能となることが期待されている。
2017年春にブラックホールシャドウの撮像を目的
とした EHT の本格観測が行われた機会に、EAVN 
も17局が参加し、これまでにない大規模な M87 と
Sgr A* のキャンペーン観測を実施した。これによ
り、ブラックホール最近傍から 1000 Rs までの幅
広いスケールで、プラズマ流の物理に迫ることがで
きる。現在はほとんどの観測について相関処理が終
了し、KaVA+TIA のアレイについて優先的に性能
評価を行っている。本研究発表では、3月27日、4
月4日、4月14日に行われた Q-band の観測につい
て、特に M87 の結果に焦点を当てて報告する。

a17094a の M87 画像を復元した。
左は KaVA アレイのデータのみを使
い、右は KaVA+TIA のアレイのデー
タを使用した。画像の下には、off-
source region のノイズレベルと、
ダイナミックレンジを記した。AIPS 
でデータ較正した後の TIA の振幅に
は、まだ系統誤差が残っていたため、
KaVA で作成した画像をモデルとし
て、KaVA+TIAのセルフキャリブ
レーションを行った上で、画像を復
元した。この場合でも、低ノイズレ
ベル・高ダイナミックレンジを達成
できた。
TIA の有無で M87 ジェットの構造
に矛盾がないこと、KaVA + TIA の
方が、暗いコンポーネントまでモデ
ル化できていることが、確認できた。
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ブレーザー 1219+044 は、1ミリ
秒角スケールでもほぼ点源とみな
せるため、TIA を含むアレイの性
能評価に適している。
左表の上段は3月27日の観測結果、
下段は4月4日の観測結果である。
左列は KaVA アレイのみの画像で、
右列は KaVA+TIA アレイの画像
である。それぞれの画像の下には、
off-source region のノイズレベ
ルとダイナミックレンジを記した。
どちらの観測でも、TIA を加える
ことによって、ノイズレベルもダ
イナミックレンジも20%以上改善
した。


